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　研究センター学外グラント部門は，科学研究費を初めとする公的グラントや民
間グラントなどの競争的資金の獲得に関するさまざまな取り組みを行なっていま
す．本学研究者への情報伝達がまず，何よりも重要であると考え，メール，ホーム
ページ，冊子体の3つの媒体によって情報を発信しております．1）研究者全員に
対して，逐次本学に案内される民間グラントを，研究テーマ，応募資格などの情
報を添えて，メール配信してまいりました．同時に，これら情報は，研究センター
ホームページの学外グラント部門に最新情報を掲示しております．2）科学研究費
の獲得におきましては，部門員皆様のご協力によって，『科学研究費申請書の書き
方』という冊子を完成させました．この冊子には，科学研究費にはどのような種類
があるか，誰に申請資格があるのか？，具体的な申請書の作成の注意点，作成時

のチェックリスト，過去の採択申請書の例，などが含まれており，申請書の作成に慣れていない若手研究者に
活用いただけるのではないかと期待しております．研究主任に一冊ずつ配布致しましたが，学外グラント部門
ホームページにも掲載し，チェックリストなどはダウンロード出来ますので，ご活用いただきたいと思います．
今後，初めて申請する研究者のために，書き方の第一歩から優しく記載したスタートアップマニュアルを作成
したいと考えております．3）このように，科学研究費をより多くの研究者に申請していただくための支援の一
環として，申請件数の増加に対応するための事務部門の強化策も本年度から実施されます．直前にかけこみで申
請するのが通例でしたが，本年は，段階を経て最終的に本学事務締め切りに余裕を持って提出出来るよう，申
請のタイムスケジュールを作成し，研究者の皆様にご協力いただきたいと思います．大型グラント獲得に向けた
基盤作り，科学研究費以外の公的グラントの獲得に向けた体制作り，研究者にとって必要な研究支援の在り方，
研究費獲得振興と研究費適正使用に向けた研修・講習など，多くの課題について，今後も検討を重ねて行きたい
と考えております．
© 2007 The Medical Society of Saitama Medical University http://www.saitama-med.ac.jp/jsms/

学外グラント部門

竹内　勤
（部門長，総合医療センター　リウマチ・膠原病内科　教授）


